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１．はじめに  

 現行の河川の堆積土砂量の管理は平均断面法で

おこなわれており、断面毎の計測が必要である．計

測者は、断面ライン上のポイントを計測するために、

断面の両端部に設置された見通し杭を見ながらポ

イントを確認するため手間がかかる.そこで、本研

究では“i-Construction”1)で推進しているレーザ

ースキャナーと 3D モデルを活用して、利根川の堆

積土砂量の計算に適用したので結果を報告する．  

２．堆積土砂量のモデリング  

 堆積土砂量の計算はそれほど高精度を要求されないこと、ある特

定の場所の変動量の管理が要求されることから、メッシュ法(1 点

法)を採用した.メッシュの大きさとその位置は不変とした.メッシ

ュの高さは、今回計測した標高から前回の標高を差し引くことで計

算される．ひとつメッシュのサイズは 5x5(25m2)で、メッシュの節点

は座標で管理されている.図 1はメッシュ概念図で、赤色は前回から

堆積、青色は掘削されたことを意味する．メッシュを総計すると堆

積土砂量の収支がわかる.  

３．実験概要  

3.1 計測 

 図 2 に今回のモデリング範囲を示す．モデリング

面積は 40,642m2で、レーザースキャナーで 4 方向か

ら計測をおこない現況の 3D 座標を収集した.断面法

の計測で必要とされる見通し杭は必要としない． 

3.2 計測データを 3D座標データ 

 4方向からの計測により、約 49 万点の 3D座標が発

生した.これを公共座標系にしたものが図 3 である．  

3.3 3D座標データからメッシュモデル 

 ３D 座標の(x,y)座標が、どのメッシュに含まれる

か検索する．全ての 3D座標は、必ずどれかのメッシ

ュに含まれる．次に、メッシュごとに高さを求める．

複数の 3D座標データが含まれていれば、高さを平均 
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図 1 メッシュ概念図 

図 3 3D点群座標 

図 2 モデリング範囲 
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する．  

メッシュのサイズは 25m2、モデリング面

積で割ると、総メッシュ数は 1,626 個と

なり、計測の分布が均等であれば、1メッ

シュ当たり 301 点が含まれる．図 4 にメ

ッシュモデルを示す.メッシュカラーに

より堆積か掘削の判断、メッシュの高さ

により、容量を判断することができる．

メッシュモデルの高さとメッシュ要素の

サイズ(25m2)から 1 要素の体積の計算を

おこなう．赤(堆積)、青（掘削）でそれ

ぞれ土量計算をおこなった. 

3.3 堆積土砂量 

 平均断面計算に使用した横断計画図を図 5、

横断実施図を図 6に示す．河川の断面計測の間隔は 50mでおこな

われるため、断面数は 10断面であった．各横断面の面積と断面間

隔から体積計算をおこなった.メッシュモデルで求めた堆積土砂

量との比較結果を表 1 に示す。比較は堆積土砂および掘削土砂の

それぞれについておこなった.メッシュモデルの堆積土砂の差異

は 832%、掘削土砂は-1.0%であった.  

４．まとめ  

 メッシュモデルを用いて利根川の堆積土砂量の計測と数量計算

をおこない、以下の知見を得た． 

(1) 平均断面法と比較して、掘削土砂量は-1.0%の差異であったが、

堆積土砂量は約 8倍の差異があった. 

(2) 本研究はメッシュモデルのサイズを 5mに設定したが、掘削土

砂および堆積土砂に最適なモデルサイズを今後研究する必要

がある 

(3) メッシュモデルは、時系列な

変化をメッシュの高さの移動

量で理解できるため、河川管

理者にとって有用なモデリン

グの可能性がある. 
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図 4 メッシュモデル 

表 1 堆積土砂量の差異 

図 5 横断計画図 

図 6 横断実施図 

掘削 (m^3) 堆積 (m^3)

平均断面法 21404.61 114.16

メッシュモデル 21197.31 1064.30
差異 (％) -1.0 832.3
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